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1．緒言    
様々な社会問題の背景には，人々の間で共有され
てきた場の消失に伴うコミュニティの崩壊があると
考えられる．そのため，共創を介したコミュニティ
づくりを支援する技術が求められている．これを実
現するには，個々人や集団の間で，それぞれの異な
る場が統合され間（ま）の共有を可能とすることや，
出会いのようなコミュニカビリティ（交流可能性）
が問題となる場面を支援することが重要となる．そ
れには，個々人の異なる存在空間を統合することで
共存在的空間を生成し，そこに自身を位置づけるこ
とが不可欠と考えられる(1)(2)．しかしながら，記号
を交換しあうこれまでの一領域的なコミュニケーシ
ョンシステムは，同じ空間のなかで互いが出会い，
共存在的な空間が生成されるような設計が施されて
いない．そのため，離れた場所間での共創は一般に
難く，コミュニティづくりの支援は困難とされる． 
この問題に対処する方法として，著者らは先に，
異なる場所に設置した障子をスクリーンとする二組
の部屋の間で，自身の影を伝送しあうことで，相手
の影が自身の空間に入り込み，互いに自由に動き回
ることが可能なコミュニケーション手法を考案して
きた(3)(4)．そして，本手法により一対一のコミュニ
ケーションにおいて，互いの存在が伝わり，場が統
合される可能性があることを実験を通じて示してき
た(3)(4)． 
そこで本研究では，離れた場所間での集団間のコ

ミュニケーションへの本手法の有効性を探るため，
コミュニケーション時に移動することが可能な空間
を拡張した，複数人で利用できる影の取得・投影装
置を，離れた場所間で容易に設置することが可能な
コミュニケーションシステム（以下，影システム）
として再構築することにした．さらに構築した影シ
ステムを用いた複数人での間（ま）の生成に関する
実験や，遠隔地間における講義など，集団間におけ
るコミュニケーション実験をいくつか行ったので以
下に報告する． 

２．システムの構成 
新たに構築した影システムのシステム構成を図１
に示す．影の取得，抽出方法は先に開発したシステ
ム(3)(4)と同様，人物の熱画像を PC 上で処理するこ
とで作成する．コミュニケーション空間に表示され
る相手の影の位置決めは，サーモカメラの取得可能
な熱画像の画角と，別の部屋で投影するプロジェク
タの投影範囲を一致させることで実現している(5)．
これを離れた場所間に容易に設置し，複数人でのコ
ミュニケーションを実現するため，持ち運びと設置
し易さを考慮した，サーモカメラとプロジェクタを
同期して制御する機構とコントロール PCを含めた
土台を開発した（図１写真）．コントロール PC 同
士は先のシステムと同様に，100Mbpsの LANによ
り行われる(3)(4)．また，音声は集音マイクにより取
り込み，電話回線により通信しスピーカにより伝送
される． 

３．グループ間コミュニケーション 
本研究で構築したシステムにより，離れた場所間
における複数人でのコミュニケーションが可能なこ
とを確認した後，参加者各人の間で空間的な間(ま)
が生成されるかどうか確認することとした．実験は，
コミュニケーション空間の外に待機した複数の人物
が，合図とともにコミュニケーション空間に入り込
み，各自が中央に集めて設置した椅子をとり，その
場の状況に適した位置に座り対話を開始するもので
ある．3人対 2人が同時に部屋に入り込む設定で行
った時の実験の様子を図２に示す．図２は 3人側の
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図１．システムの構成 
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部屋の様子である． 
結果として，複数人の間でも，互いに距離を取り
合い，その場の状況に応じた間(ま)が生成された後，
対話に移る様子が観察された．また，対話中に互い
の距離を調整するように椅子を移動する様子がしば
しば確認され，ホールの提唱したプロクセミクス(6)

で示されているような距離感をもった対話が進行す
ることが確認された．これは複数人の間でも間(ま)
をとった対話が実現していることを示すものである． 
次に離れた場所間で片側に講師，片側に生徒を配

した遠隔講義の実験を行った．講師は当研究室のゼ
ミ生の 3名，生徒は当大学の 1年生 6名を 3名ずつ
に分け講義は二回行う．双方の間に面識はなく，本
システムにおいて出会う設定とした．また，影シス
テムに組み込んだ描画ツール(5)を，必要に応じ自由
に使用こととして進めた．実験の様子と参加者から
得られたコメントを合わせて図３に示す．これらの
コメントから影を介することで，相手の存在を自身
の空間内に位置づけ，あたかも同じ場所で講義を行
っているような感覚が強いことが分かる．また，状
況に応じて図を用いて説明することや，質問に応じ
て図で回答することがしばしば確認され，間(ま)の
とれた講義の進行に描画ツールが有効であったと考
えられる．また，講義が進む中で積極的に意見を交
換する様子が確認された．これは，グループ間の相
互作用により，場が活性化されたものと考えられる． 
以上の結果は，影によって互いの存在が伝わり，
空間(場)が統合されることによって，集団間におけ
る各人の行為の意味(コンテキスト)が共有されるこ
とを示すものである．したがって，本システムによ
り，意味を伝え合うことが可能な二領域的コミュニ
ケーション(2)が実現されていると，筆者らは考えて
いる． 

４．まとめ 
本研究を以下にまとめる． 

(1)大きさや形状の異なるコミュニケーション空間
に柔軟に対応でき，複数人で使用できる影の取
得・投影装置を活用し，離れた場所間で容易に設
置することが可能なグループ間コミュニケーショ
ンシステムを構築した． 

(2) 本システムを用いた間(ま)に関する実験から，
離れた場所間においても，複数人の間で間(ま)を
とることが可能であることが示された．また，遠
隔講義においては，双方で間（ま）を合わせた活
動が即興的に創出されたり，各人の役割は創出的
に分化したりすることで，集団間で場が活性化さ
れ，それぞれの集団における場と場が統合される
可能性を見出した．これらのことから，本システ
ムは，共創の場づくりを支援するツールとしての
活用が期待できる．  
なお，本研究の一部は，平成１４年度社会技術研
究（科学技術振興機構）「自動化された社会システ
ムに生じるカオス（危機）とその制御」（代表：清
水博）により行われた．ここに謝意を表する． 
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・その場面の主役に存在を強く感じ
る 

・みんなで同じ場所に集まって講義
を受けているような感じ 

・みんなで同じ時間を過ごしている
という気持ちがあった 
・うまく間を取ることができる 
・影に対して自然と場所を空けよう
と体を動かす 

・描画が始まった途端に隣の部屋と
の境界線がなくなり，なんとなく
動き回りたくなる 

・描画をしながら，講師に質問をし
ているときは講師の存在を強く感
じる 

・講師の熱意や緊張感，戸惑いなど
を感じた 

・相手の存在を影から感じ，相手
の部屋にいるような感覚 
・生徒と一緒に考える場面におい
て，みんなで一つの場所で盛り
上がっていたという感覚があっ
た． 
・相手が話をしたり質問をしだす
と相手の存在をさらに強く感じ
る 

・質問を受けた相手と同じ舞台に
立って議論している感じがある
・何気なく目に入る生徒のうなづ
きの仕草などから，自分の説明
に対する相手の理解度や熱意を
感じる 
・影だから始めての人々の前でも
容易に講義をすることができた

講師側のコメント        生徒側のコメント 

図３．遠隔講義の様子と参加者のコメント 

場所 B（生徒側）場所 A（講師側）

図２．複数人による間(ま)の生成に関する実験
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